
あ
い
さ
つ

　

福
島
県
交
通
安
全　
　
　
　
　

母
の
会
連
絡
協
議
会　
　
　

会
長　

志
賀
　
智
子

　

第
三
十
三
回
交
通
安
全
母
親
福
島
県

大
会
に
お
い
て
、
第
六
回
山
﨑
信
子
賞

の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

山
﨑
信
子
賞
は
、
約
半
世
紀
に
わ
た

り
他
の
模
範
と
な
っ
て
交
通
安
全
活
動

に
尽
力
さ
れ
た
山
﨑
信
子
氏
の
功
績
を

称
え
、
末
永
く
後
世
に
引
き
継
ぐ
た

め
、
交
通
安
全
活
動
に
特
に
顕
著
な
功

績
が
あ
っ
た
個
人
や
母
の
会
を
表
彰

し
、
交
通
安
全
運
動
を
よ
り
一
層
推
進

し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成

二
十
九
年
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

栄
え
あ
る
一
団
体
、
二
名
の
受
賞
者

の
皆
様
は
、
山
﨑
信
子
賞
表
彰
選
考
委

員
会
で
選
考
さ
れ
、
決
定
さ
れ
た
方
々

で
す
。
表
彰
式
で
は
、
表
彰
状
と
記
念

品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
受
賞
さ
れ
た
皆
様
は
、
い
ず

れ
も
地
域
の
母
の
会
活
動
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
積
極
的
に
御
活
躍
さ
れ
、
さ
ら

に
は
県
交
母
な
ど
の
役
員
と
し
て
献
身

的
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
方
々
で
す
。

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

≪
山
㟢
信
子
賞
受
賞
者
≫

　

○
宇
月　

静
子
氏
（
猪
苗
代
町
）

　

○
山
岸　

梨
恵
氏
（
福
島
市
）

　

○�

南
相
馬
市
小
高
区
交
通
安
全
母
の

会
（
南
相
馬
市
）

　

令
和
六
年
九
月
五
日
（
木
）
白
河
市
東
文
化
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
第
三
十
三
回
交
通
安
全
母
親
福
島
県

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
交
通
事
故
の
犠
牲
者
及
び
故
山
﨑
信
子
名

誉
会
長
に
黙
と
う
を
捧
げ
、
県
交
母
の
歌
を
参
加
者
全

員
で
合
唱
し
ま
し
た
。

　

主
催
者
挨
拶
で
は
、
齋
藤
名
誉
会
長
、
志
賀
会
長
の

挨
拶
が
な
さ
れ
、
そ
の
後
交
通
安
全
活
動
に
顕
著
な
功

績
の
あ
っ
た
猪
苗
代
町
の
宇
月
静
子
氏
、
福
島
市
の
山

岸
梨
恵
氏
、
南
相
馬
市
の
南
相
馬
市
小
高
区
交
通
安
全

母
の
会
の
二
名
一
団
体
が
山
﨑
信
子
賞
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、「
山
﨑
信
子
さ
ん
の
功
績
顕
彰
委
員
会
」
に

対
し
て
御
寄
附
い
た
だ
い
た
山
﨑
甚
二
郎
様
、
志
賀
会

長
、
高
畑
常
任
理
事
、
福
島
市
交
通
安
全
母
の
会
連
絡

協
議
会
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

御
多
忙
の
中
、
御
臨
席
を
賜
り
ま
し
た
鈴
木
正
晃
福

島
県
副
知
事
様
（
内
堀
雅
雄
福
島
県
知
事
代
理
）
を
始

め
、
多
く
の
来
賓
の
方
々
よ
り
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
、
井
上
賢
二
白
河
市
副
市
長
様
（
鈴
木
和
夫
白
河

市
長
代
理
）
か
ら
歓
迎
の
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

　

音
楽
療
法
士
の
近
藤
美
智
子
先
生
の
御
紹
介
が
な
さ

れ
、「
生
き
る
力
」
と
題
し
、
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。

先
生
は
、
一
度
は
音
楽
を
諦
め
た
も
の
の
、
再
度
音
楽

の
道
に
進
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
過
程
に
お
い
て
様
々
な

方
と
出
会
い
、
音
楽
療
法
と
い
う
仕
事
で
自
身
も
成
長

で
き
た
と
い
う
過
去
を
、
音
楽
や
歌
で
表
現
さ
れ
ま
し

た
。
須
賀
川
市
の
中
学
校
で
部
活
動
中
に
起
き
た
事
故

の
話
で
は
、
参
加
者
全
員
の
涙
を
誘
う
場
面
も
あ
り
ま

し
た
。
参
加
者
全
員
が
引
き
込
ま
れ
た
歌
や
指
体
操
は

皆
さ
ん
真
剣
そ
の
も
の
で
し
た
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
の

こ
こ
ろ
に
残
る
講
演
で
し
た
。

　

最
後
に
徳
田
副
会
長
よ
り
大
会
宣
言
（
案
）
が
読
み

上
げ
ら
れ
、
拍
手
を
も
っ
て
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
、

大
会
は
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

日
頃
よ
り
交
通
安

全
活
動
に
御
理
解
と

御
協
力
を
賜
り
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
昨
年
五
月
十
六

日
の
福
島
県
交
通
安

全
母
の
会
連
絡
協
議
会
通
常
総
会
に
お
き
ま

し
て
齋
藤
会
長
の
後
任
と
し
五
代
目
会
長
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
。
山
﨑
初
代
名
誉
会

長
、
齋
藤
会
長
の
下
で
学
ん
だ
こ
と
を
胸

に
、
全
力
で
務
め
て
い
く
所
存
で
す
。
先
輩

方
が
築
か
れ
た
基
盤
を
さ
ら
に
強
固
な
も
の

と
し
、
組
織
の
発
展
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
引
続
き
御
支
援
と
御
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
の
十
一
月
一
日
よ
り
改
正
道

路
交
通
法
の
施
行
に
よ
り
、
自
転
車
の
危
険

な
運
転
に
新
し
く
罰
則
が
整
備
さ
れ
ま
し

た
。
運
転
中
の
な
が
ら
ス
マ
ホ
・
酒
気
帯
び

運
転
及
び
幇
助
に
対
す
る
厳
罰
化
で
す
。
年

齢
に
関
係
な
く
全
て
の
自
転
車
利
用
者
に
適

用
さ
れ
ま
す
。
自
転
車
事
故
は
令
和
五
年
と

比
較
し
て
増
加
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
見

ま
す
と
令
和
五
年
に
二
千
四
百
七
十
六
件

だ
っ
た
も
の
が
、
令
和
六
年
十
一
月
二
十
五

日
の
時
点
で
二
千
六
百
三
件
、
こ
れ
は
約

五
・
一
％
の
増
加
で
す
。

　

交
通
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
は
ル
ー
ル
の
遵

守
だ
け
で
は
な
く
一
人
一
人
の
心
が
け
が
重

要
で
す
。「
交
通
安
全
は
家
庭
か
ら
」
を

モ
ッ
ト
ー
と
し
、
皆
様
の
御
協
力
を
得
て
、

安
全
で
安
心
な
交
通
社
会
の
実
現
を
目
指
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

結
び
に
、
皆
様
の
御
健
勝
と
御
多
幸
を
お

祈
り
申
し
上
げ
、
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

志賀会長挨拶

講演の様子

受賞の様子

第33回交通安全母親福島県大会第33回交通安全母親福島県大会

「山﨑信子賞」表彰「山﨑信子賞」表彰
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新
緑
が
美
し
い
、
令
和
六
年
五
月
十
六
日
（
木
）、
福
島
市
杉
妻
会
館
に
お

い
て
、
第
五
十
三
回
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

齋
藤
会
長
よ
り
挨
拶
が
あ
り
、
交
通
安
全
活
動
に
尽
力
さ
れ
た
、
優
良
市
町

村
交
通
安
全
母
の
会
一
団
体
、
優
良
交
通
安
全
母
の
会
会
員
九
名
に
表
彰
状

を
、
退
任
役
員
二
名
に
齋
藤
会
長
よ
り
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
本
会
に
多
大
な
御
協
力
を
頂
い
て
お
り
ま
す
一
般
財
団
法
人
福
島

県
自
動
車
会
議
所
様
、
小
林
豊
子
き
も
の
学
院
東
北
本
部
福
島
講
師
会
様
へ
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
を
代
表
し
て
南
相
馬
市
小
高
区
交
通
安
全

母
の
会
か
ら
謝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
佐
藤
宏
隆
福
島
県
副
知
事
様
（
内
堀
雅
雄
福
島
県
知
事
代
理
）
を
始

め
、
多
数
の
御
来
賓
の
方
々
に
御
臨
席
を
賜
り
、
県
交
母
活
動
へ
の
感
謝
と
敬

意
を
込
め
た
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。

　

議
事
で
は
令
和
五
年
度
の
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
が
承
認
さ
れ
、
令
和
六

年
度
事
業
計
画
案
及
び
予
算
案
に
つ
い
て
審
議
が
な
さ
れ
、
満
場
一
致
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
役
員
改
選
の
年
と
な
り
、
各
地
区
母
の
会
よ
り
選
出
さ
れ

た
役
員
に
て
、
会
長
に
い
わ
き
市
の
志
賀
智
子
氏
が
選
出
さ
れ
、
名
誉
会
長
に

齋
藤
和
子
氏
が
推
挙
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
志
賀
新
会
長
か
ら
齋
藤
名
誉
会
長
に
花
束
贈
呈
が
あ
り
、
満
場
の
拍

手
に
て
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

第53回通常総会受賞者

○福島県交通安全母の会連絡協議会表彰
　【優良市町村交通安全母の会】
　　南相馬市小高区交通安全母の会（南相馬市）
　【優良交通安全母の会員】
　　加藤　令子（郡山市）� 渡部トシ子（喜多方市）
　　面川　恵子（鏡石町）� 山形千代江（西会津町）
　　村上　英子（平田村）� 矢部まなみ（南相馬市）
　　穂積　文子（白河市）� 坪井　樹里（いわき市）
　　坂内ヨシ子（西郷村）

○福島県交通安全母の会連絡協議会退任役員感謝状
　　丹治　　吉（福島市）� 金内奈緒子（石川町）　

○福島県交通安全母の会連絡協議会感謝状
　　一般財団法人福島県自動車会議所
　　小林豊子きもの学院東北本部 福島講師会

福
島
県
交
通
安
全
母
の
会
連
絡
協
議
会　
　
　
　

名
誉
会
長　

齋
　
藤
　
和
　
子

　

昨
年
五
月
の
総
会
で
、
伝
統
あ
る
本
協

議
会
の
名
誉
会
長
に
御
指
名
を
頂
き
ま
し

た
。
改
め
ま
し
て
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す

が
、
本
協
議
会
の
発
展
に
努
力
し
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
四
期
八
年
に
わ
た
り
、
故
山
﨑

信
子
会
長
か
ら
バ
ト
ン
を
受
け
ま
し
て
、
会
長
職
を
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
こ
の
間
、
副
会
長
を
始
め
各
役
員
の
皆
様

及
び
会
員
の
皆
様
方
の
絶
大
な
る
御
支
援
、
御
協
力
の
も
と
に
、

福
島
県
内
の
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
活
動
を
推
進
で

き
ま
し
た
こ
と
、
衷
心
よ
り
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
の
総
会
で
、
役
員
の
皆
様
が
交
代
し
、
全
体
的
に
若
返
り

が
図
ら
れ
ま
し
た
こ
と
か
ら
、
今
後
は
志
賀
智
子
新
会
長
、
各
副

会
長
を
お
支
え
し
、
本
協
議
会
が
ス
ム
ー
ズ
に
運
営
さ
れ
る
よ
う

名
誉
会
長
職
を
務
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
私
の
位
置
付
け
は
、
各

地
域
の
役
員
の
皆
様
に
対
す
る
本
協
議
会
の
存
在
意
義
と
地
域
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
指
導
、
教
養
す
る
立
場

と
心
得
、
最
重
要
課
題
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
更
な

る
御
協
力
を
お
願
い
し
、
御
挨
拶
と
し
ま
す
。

名
誉
会
長
を
受
け
て

名
誉
会
長
　
　
齋
　
藤
　
和
　
子
（
い
わ
き
市
）

会
　
　
長
　
　
志
　
賀
　
智
　
子
（
い
わ
き
市
）

副
会
長
　
　
柏
　
倉
　
か
つ
ゑ
（
福
島
市
）

　
〃
　
　
　
渡
　
辺
　
さ
ゆ
り
（
郡
山
市
）

　
〃
　
　
　
徳
　
田
　
芳
　
江
（
白
河
市
）

常
任
理
事
　
　
菅
　
野
　
　
　
吉
（
伊
達
市
）

　
〃
　
　
　
紺
　
野
　
み
ゑ
子
（
二
本
松
市
）

　
〃
　
　
　
石
　
橋
　
順
　
子
（
本
宮
市
）

　
〃
　
　
　
添
　
田
　
喜
美
代
（
鏡
石
町
）

　
〃
　
　
　
横
　
山
　
裕
　
子
（
田
村
市
）

　
〃
　
　
　
高
　
畑
　
京
　
子
（
会
津
若
松
市
）

　
〃
　
　
　
小
　
林
　
弘
　
子
（
喜
多
方
市
）

　
〃
　
　
　
今
　
野
　
　
　
愛
（
南
相
馬
市
）

　
〃
　
　
　
坪
　
井
　
樹
　
里
（
い
わ
き
市
）

役員名簿（常任理事以上）
令和６年９月５日

祝辞（佐藤副知事） 会場の様子受賞の様子

第５３回 通 常 総 会第５３回 通 常 総 会
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令
和
六
年
六
月
二
十
七
日
（
木
）、
郡
山
市
安
積
総
合
学
習
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
「
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
安
全
リ
ー
ダ
ー
研

修
会
」
を
開
催
し
、
県
内
各
地
か
ら
、
約
百
名
の
会
員
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

今
回
は
、
一
般
社
団
法
人
日
本
自
動
車
連
盟
（
Ｊ
Ａ
Ｆ
）
の
田

代
秀
之
様
を
講
師
に
迎
え
、「
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
」
と
題

し
て
現
状
の
交
通
事
故
の
状
況
と
そ
れ
に
対
し
て
ど
う
対
処
す
べ

き
か
を
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

夜
間
の
外
出
は
、
な
る
べ
く
控
え
る
こ
と
を
第
一
と
考
え
る

が
、
ど
う
し
て
も
用
事
が
あ
る
場
合
は
、
明
る
い
服
装
で
の
外
出

を
心
が
け
る
べ
き
と
い
う
お
話
や
信
号
機
の
な
い
白
線
の
み
の
横

断
歩
道
で
の
事
故
は
、
最
近
も
多
く
、
運
転
者
も
歩
行
者
も
注
意

が
一
番
大
切
と
の
お
話
を
頂
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
事
例
発
表
と
し
て
伊
達
市
交
通
安
全
母
の
会
と
西
会
津

町
交
通
安
全
母
の
会
か
ら
普
段
の
活
動
に
つ
い
て
発
表
を
頂
き
ま

し
た
。
伊
達
市
交
通
安
全
母
の
会
で
は
、
七
つ
の
地
区
が
合
同
で

国
道
三
四
九
号
線
を
中
心
に
街
頭
活
動
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
高

齢
者
へ
の
チ
ラ
シ
等
の
配
布
な
ど
を
施
設
訪
問
時
に
啓
発
活
動
と

し
て
行
っ
て
い
る
と
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
西
会
津
町
交
通
安

全
母
の
会
で
は
、
主
に
家
庭
訪
問
で
の
交
通
安
全
の
呼
び
か
け
や

地
区
の
お
祭
り

の
時
な
ど
に
チ

ラ
シ
等
な
ど
を

配
布
し
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
り

な
が
ら
交
通
安

全
運
動
を
行
っ

て
い
る
と
の
発

表
が
あ
り
ま
し

た
。
最
後
に
齋

藤
名
誉
会
長
よ

り
総
括
が
あ

り
、
各
地
域
の

方
々
の
交
通
安

全
へ
の
取
組
に

つ
い
て
、
感
謝

の
言
葉
が
あ
り

ま
し
た
。

　

令
和
六
年
九
月
四
日
（
水
）、
泉
崎
村
の
泉
崎
カ
ン

ト
リ
ー
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
で
、
各
市
町
村
母
の
会
の
役
員
及

び
事
務
職
員
を
対
象
に
、
交
通
安
全
に
対
す
る
意
識
の

高
揚
と
資
質
の
向
上
を
図
り
、
役
員
同
士
の
交
流
を
深

め
、
交
通
安
全
母
の
会
の
活
動
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ

り
、
地
域
社
会
全
体
の
交
通
安
全
の
確
保
を
図
る
た

め
、「
役
員
研
修
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
午
後
一
時
に
翌
日
行
わ
れ
る
第
三
十
三
回
交

通
安
全
母
親
福
島
県
大
会
の
会
場
で
あ
る
白
河
市
東
文

化
セ
ン
タ
ー
に
県
交
母
役
員
が
集
合
し
、
白
河
市
交
母

会
員
、
文
化
セ
ン
タ
ー
の
職
員
の
方
々
の
御
協
力
を
頂

き
、
大
会
の
準
備
・
設
営
・
役
割
の
確
認
等
を
行
い
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
泉
崎
カ
ン
ト
リ
ー
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
に
移
動

し
て
役
員
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。
齋
藤
名
誉
会
長
、

志
賀
会
長
か
ら
母
の
会
の
運
営
等
に
つ
い
て
の
お
話

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
各
市
町
村
母
の
会
活
動
で

の
困
っ
て
い
る
こ
と
等
、
新
役
員
が
積
極
的
に
発
言

し
、
活
発
な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
中

で
母
の
会
活
動
の
課
題
も
見
え
て
き
て
、
短
い
時
間

で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
母

の
会
活
動
の

大
切
さ
を
再

認
識
し
、
会

員
一
人
一
人

に
思
い
が
浸

透
す
る
よ

う
、
活
動
を

推
進
す
る
決

意
を
新
た
に

し
た
大
変
有

意
義
な
研
修

会
に
な
り
ま

し
た
。

JAF田代様の講演

西会津町交通安全母の会の発表伊達市交通安全母の会の発表

会議の様子

子どもと高齢者の交通安全リーダー研修会子どもと高齢者の交通安全リーダー研修会

役 員 研 修 会役 員 研 修 会
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市町村からこんにちは　～市町村交母の取組～
　各市町村交通安全母の会では毎年10月に「県下一斉交通安全街頭啓発活動」を実施しています。
　令和６年度も多くの市町村交通安全母の会で横断幕の掲示や啓発品の配布等により、ドライバーや歩行者に交通事故防止
をアピールしました。
　今後も交通安全母の会の基本理念である「交通安全は家庭から」、「命大切に」をスローガンに、悲惨な交通事故を１件で
もなくすため、母親の立場で地域に根ざした活動を継続していきましょう。

✿ 表　　彰 ✿

☆交通安全功労者表彰
下郷町交通安全母の会

受賞コメント

　このたび、弊団体が令和６年度交通安全功労者表
彰の栄誉に浴しました。
　これもひとえに福島県交通安全母の会連絡協議会
を始め、関係各位の御指導・御鞭撻の賜と感謝いた
しております。
　今後も「命を大切に」「交通安全は家庭から」の
理念の下、悲惨な交通事故が無くなるよう努めてま
いります。

✿ 表　　彰 ✿

☆福島県知事表彰
添田喜美代 さん（鏡石町）

受賞コメント
　令和６年度の交通安全功労者と
して、県知事表彰を頂き、誠に光
栄に存じます。これもひとえに、
齋藤名誉会長、志賀会長を始め、
役員皆々様の御指導・御支援と支
えてくださった地域の皆様のおか
げと感謝しております。

　今回の栄誉を心の励みとして、より一層母の会の活動に尽力さ
せていただきます。

編
集
後
記

　

第
41
号
「
県
交
母
だ
よ
り
」
を
お
届
け
い

た
し
ま
す
。

　

昨
年
通
常
総
会
に
て
、
役
員
が
一
新
し
、

新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
ま
だ
不
慣

れ
な
が
ら
も
齋
藤
名
誉
会
長
の
教
え
を
請
い

な
が
ら
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
温
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い

で
す
。

　

さ
て
、
日
々
道
路
交
通
法
も
変
化
し
罰
則

も
強
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
交
通

安
全
母
の
会
の
基
本
理
念
で
も
あ
る
「
交
通

安
全
は
家
庭
か
ら
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
再
確

認
し
、
一
人
で
も
多
く
の
方
に
交
通
安
全
を

呼
び
か
け
、
事
故
の
無
い
社
会
を
皆
様
と
共

に
つ
く
り
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
御
協
力
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
最

後
に
皆
様
の
御
健
勝
を
お
祈
り
い
た
し
ま
し

て
締
め
括
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

【矢吹町交通安全母の会】
Ｒ６.10.９

国道４号線ミニストップ矢吹大町店前

【鏡石町交通安全母の会】
Ｒ６.10.16

町道笠石鏡田線役場前交差点

【白河市交通安全母の会】
Ｒ６.10.15

国道４号線白河市公設地方卸売市場付近

【西郷村交通安全母の会】
Ｒ６.10.15

国道４号線子安森交差点付近

【須賀川市交通安全母の会】
Ｒ６.10.21

国道４号線ヨークベニマル須賀川西店前

【国見町交通安全母の会】
Ｒ６.10.17

コープふくしま国見店

【磐梯町交通安全母の会】
Ｒ６.10.19

道の駅ばんだい

【会津若松市交通安全母の会】
Ｒ６.10.15

リオン・ドール河東店

町長へ報告

知事との記念撮影
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